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　青花は、白磁にコバルト顔料で絵付し、透明釉をかけて焼
成する技法で、日本でいう「染

そめ

付
つけ

」と同様の技法である。晩
唐期の青花片は確認されているが、本格的な生産が始まるの
は元時代の景

けい

徳
とく

鎮
ちん

窯
よう

である。至正年間（1341–1367）に作られた
青花磁器の優品は評価が高く、イスラーム圏に数多く伝世す
る。明代初期製品も高く評価され、以降、官窯でも民窯でも
主要製品となった。ベトナム、タイ、朝鮮半島、日本、イスラー
ム諸国、ヨーロッパ諸国でも青花にならった製品が作られた。

青花の展開
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重要文化財　

青
せい

花
か

牡
ぼ

丹
たん

唐
から

草
くさ

文
もん

盤
ばん

見込の円窓内に、正面、上方、横側、裏側からの視点で描き分けた、非常に珍し
い牡丹唐草文をあらわす。その周囲と裏側側面には、宝相華文や蔓文を放射線状
に広がるように描くが、元青花が貿易陶磁として主に運ばれていたイスラーム文
化圏のデザインの影響を受けているといわれる。花や葉の葉脈を陰刻で描いてお
り、そこに溜まったコバルト顔料が陰影を生み、文様とともにエキゾチックな印
象を与える。 （酒井田）

中国・景徳鎮窯
元時代　14世紀
高8.3　口径44.5
大阪市立東洋陶磁美術館
東畑謙三氏寄贈

景徳鎮の名称は北宋時代の景徳年間（1004–1007）に、宮廷献上用の
陶磁器が生産されたことにより、元号から名前を取ったとされる。開窯は唐時代といわれ、
五代から北宋時代前期には、上質の白磁を生産した。宋代には青白磁（影

いん
青
ちん
）を生産したが、

元時代後期の 14世紀に青花磁器を生産するようになり、民窯で作られた製品は世界中に
輸出された。明時代から清時代には官窯が置かれて、多種多様な優れた磁器を生産した。
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蓮
れん

池
ち

魚
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藻
そう

文
もん

壺
つぼ

中国・景徳鎮窯
元時代　14世紀
高28.2　胴径33.4
大阪市立東洋陶磁美術館
住友グループ寄贈
（安宅コレクション）

大らかな雰囲気を湛えた元青花を
代表する壺。胴部が大きく横に
張った堂々たる器形は元時代に始
まったもので、本来は蓋を伴い、
酒や水を入れる容器として用いら
れた。目に鮮やかな青花で描かれ
た魚藻文は、「魚」の中国語の音
が「余」に通じるとして、吉祥文
様として流行した。 （酒井田）

景徳鎮窯
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　汝窯青磁は中国・北宋時代末期（11世紀末
～ 12世紀初め）に宮廷向けに作られた製品で、
青磁の最高峰といわれる。宋代は、中国陶
磁史上において、各地の窯で名品が数多く

産出された興隆期にあたる。汝窯は、明・清時代の文献で、宋代五大名窯―汝・官・哥・鈞・
定窯のなかで、筆頭とされている。生産期間はわずか 20年ほどで、世界的にも現存数が
少ない。諸説あるものの、現時点で確認できる汝窯製の伝世品の数は 90点余りとされる
貴重なものである。1980 年代に宝豊県の清凉寺に窯址が発見された。本書掲載のこれら
の青磁は、日本で伝来（20世紀以降）したことが明らかな、2点の汝窯青磁である。

111

青
せい

磁
じ

水
すい

仙
せん

盆
ぼん
　〔左頁〕

中国・汝窯
北宋時代　
11世紀末–12世紀初頭
高5.6　幅22.0　奥行15.5
大阪市立東洋陶磁美術館
住友グループ寄贈
（安宅コレクション）

112

青
せい

磁
じ

盤
ばん

中国・汝窯
北宋時代　
11世紀末–12世紀初頭
高2.8　口径17.1　底径9.1
東京国立博物館
香取國臣氏・芳子氏寄贈

国内現存の
汝窯青磁

　汝窯青磁の特徴は、「雨過天青雲破処」＝雨上がりの雲の切れ間から見える青空、つま
りまだ雨の水分を含んだしっとりした青空に例えられる、少し灰色を帯び水分を含んだよ
うな淡い水色にある。南宋時代に記された『清

せい
波
は
雑
ざっ
志
し
』という文献に拠れば、釉薬に瑪

め
瑙
のう

の粉を混ぜていたという。No.111は清朝の絵画に盆景用の容器として描かれた例がある
が、乾隆帝の時代には子犬や猫の餌入れとも呼ばれていた。No.112の盤は、1950年代に
日本国内で発見されたもので、川端康成（1899–1972）が愛蔵したことで知られている。 


